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第 228 回「言葉の院外処方箋」 

新渡戸稲造記念センター 長 樋野興夫 

 

『真理は自由にします』 〜 『八方塞がりでも天は開いている』 〜 

 

2024 年新年、京都に帰郷中の『樋野動物園の春風のようなゴリラ� 』(目白がん哲学外来カ

フェ代表森尚子氏)から『京都タワー』の写真が 1月 8日夜 送られて来た(画像)。 大いに

感激した。 また、１月７日夜には『樋野動物園のトラ猫』(がん哲学外来しろいカフェ代表

大友由美子氏)より【友人が、癌研有明病院で開催される『親から子への手紙とパネル展』

に出すことになり、手紙の内容に 樋野先生の本の言葉 ❨八方塞がりでも天は開いている❩ を

使わせていただきたいというお願いがありました。『樋野興夫著：病気は人生の夏休み』 (画

像)よりそのパネルに「『八方塞がりでも天は開いている』と、息子さんが直筆で書くとの

ことでした。】との心温まる励ましの連絡を頂いた。 

 

1 月 8 日【埼玉県の本屋で『新渡戸稲造 壁を破る言葉』を見つけ購入した】との連絡が wife

に届いた(画像）。 筆者は、2024 年 1 月 9 日第 110 回『がん哲学外来メディカル・カフェ@

よどばし』に赴いた。 多数の質問が寄せられた。 

 

1)この度の能登半島地震に対してお尋ねします。この冬、寒さの中 避難されている方々の

ことを思い、胸が痛みます。 交通も遮断され、食糧、衛生面等心配されることですが、

樋野先生は心と体の面で、大切にしなければならないことはどんなことだと思いますか。

もし樋野先生ご家族が地震によって避難することになったら、どのように立ち向かって

いかれますか。 

2)被災地の方々への言葉の処方箋を教えてください。 

3)聖書の言葉に、『泣く者と共に泣き、喜ぶ者と共に喜びなさい』とあります。能登半島

地震について。 私たちは今地震の影響のない、離れた場所に生活していますが、被災さ

れた方々と、何を共有できますか。 また、どのように共有できますか。 今思い浮かぶ

ことは、義援金などを送ることですが、他に何かあるでしょうか。 

 

その後、筆者は、日本私立大学連盟の新年交歓会(アルカデイア市ヶ谷)に出席した。『あな

たがたは真理を知り、真理はあなたがたを自由にします』(ヨハネの福音書 8 章 32 節）が、

今回、鮮明に思い出された。  
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